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居売

死

レ

ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
の
景
気
理
論

ω批
判

青

秀

夫

山

シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
の
景
気
理
論
を
妓
ぺ
来
っ
て
d

最
後
に
吾
々
が
常
国
す
る
問
題
は
「
信
用
娘
張
の
有
放
範
閣
を
理
論
的
に
決
定

す
る
問
題
」

2
5
E
5
F
M
m
m
E晶
2
R
v
r同
者

E
E岡島
E
m
F
e
z
-
2
ゼヨ
E
F
E
M
E
5
2
r
E
m
)
で
あ
る
。

帥
ち
信
用
菰
張
に
針

す
る
続
々
白
私
経
済
的
制
約
を
抽
象
し
て
、

寸
園
家
の
大
規
模
な
る
紙
幣
護
行
」

(
3
0
m
g朗
自
唱
】
品

B
E
m唱
官
官

o
E
E凶
住
者
同

d
E
E
P
E
E
O
H
h
E句
弱
者
Z
]
向
。
加
盟
主
。
与
を
考
へ
、
然
も
金
融
白
逼
迫
白
除
去
に
必
要
友
る
限
り
、
無
限
に
長
期
貸
付
が
行
は
れ
る

ム
」
仮
定
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
〈
て
始
め
て
好
況
挫
折
の
原
因
は
理
論
的
に

H
本
質
的
に
抱
え
ら
れ
る
と
と
L
友
ち
ぅ
。
然
ら
ぽ
と
れ

に
よ
っ
て
好
況
の
掩
折
は
周
遊
さ
れ
得
る
か
。
勿
論
シ
ユ
ピ
イ
T

ホ
フ
は
、
好
況
の
掛
折
を
非
貨
幣
的
に
説
明
せ
ん
と
す
る
以
上
、

と
れ
に
針
し
て
否
定
的
に
答
ヘ
ね
ぽ
左
ら
ぬ
。
然
ら
ぽ
シ
ユ
ピ
イ
}
ホ
フ
は
と
れ
を
否
定
す
る
に
如
何
在
る
論
法
を
以
て
す
る
か
。

と
の
と
と
を
明
か
に
す
る
た
め
に
は
、
先
づ
苔
々
は
、
商
品
と
貨
幣
と
の
閥
係
、
士
た
は
生
産
と
信
用
と
の
関
係
に
つ
い
て
彼
の
基

本
的
見
解
か
ら
説
明
主
姶
め
ね
ば
左
ら
ぬ
。

a 

シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
白
最
無
理
論
の
批
列

九
七

第
五
十
二
巻

九
七

事事

強

拙稿I..V'ユピイトホフ白景気理論， (輝済論叢、停五一巻、第五焼)、 L費本不
足と過剰生産， (同誌、第五一春、第六競)参照。
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シ
ユ
ピ
イ
1

ホ
フ
の
景
気
理
論
白
批
判
内

務
五
十
二
巻

号事

競

九
丹、

九
l'-

さ
て
此
の
問
題
に
つ
い
て
の
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
白
第
一
の
基
本
命
題
は
か
う
で
あ
る
。
貨
幣
は
あ
〈
ま
で
交
換
の
技
術
的
制
助
手

段
に
止
る
、
第
一
次
的
た
の
は
物
財
白
側
の
事
情
で
あ
っ
て
貨
幣
側
の
動
き
は
モ
れ
に
件
っ
て
生
中
る
第
三
次
的
現
象
に
週
ず
お
。

要
す
る
に
貨
幣
側
の
鐙
動
は
財
貨
側
む
縫
動
に
封
し
て
杢
く
受
動
的
で
あ
る
。
さ
う
し
て
此
の
主
張
は
次
の
如
く
に
し
て
指
同
誇
参

説
的
た
貨
幣
本
質
問
に
基
い
で
論
設
さ
れ
る
。

「
分
業
的
組
曲
組
織
に
於
て
は
尉
の
利
用
及
び
取
引
の
た
め
に
流
通
手
段
が
必
要
で
あ
る
。
則
自
由
民
手
は
そ
の
た
め
に
桂
貨
(
開
E
E
N
E
n
F
E
N
5
l

E
ロ
mu自
主
己
、
白
色
白
)
又
は
少
〈
唱
と
も
有
致
な
施
趣
手
段
(
聞
の
げ
ぬ
巳
Mofω

巴
旨
】

E
P
5
2
0日
)
を
必
要
と
し
、
裏
手
は
こ
れ
を
獲
得
せ
ん
と
す
る
。
か
〈

で
貨
幣
鯉
憐
に
於
て
一
切
は
貨
融
市
又
は
貨
幣
代
用
手
段
に
集
中
さ
れ
は
す
る
が
、
鼎
し
よ
り
根
本
的
な
る
も
の
が
晴
駄
目
う
ち
に
そ
の
背
後
に
隠
れ
て
ゐ

志
の
で
あ
る
。
流
語
手
段
(
貨
幣
を
合
め
て
)
が
経
済
財
た
る
こ
と
を
止
め
て
も
、
品
開
L
輯
消
財
は
何
ら
か
白
仕
方
に
於
て
貨
幣
白
某
底
に
存
L
、
貨
幣
に

よ
っ
て
求
め
得
べ
さ
相
前
闘
が
存
在
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
蓋
L
何
人
も
、
伎
の
所
有
す
る
財
と
引
換
に
貨
幣
を
得
る
場
合
、
(
貨
幣
を
貨
幣
ξ

し

て
遁
求
す
る
の
で
は
な
〈
)
他
日
何
時
か
こ
れ
に
よ
っ
て
何
か
他
の
則
を
得
ん
ー
と
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
車
な
る
金
属
の
塊
に
劃
し
て
、
ま
た
草
な
る

一
片
の
紙
片
に
封
L
て
、
何
人
が
財
を
手
陣
ナ
で
あ
ら
う
か
。
流
誼
手
段
目
背
後
に
は
一
定
の
財
恒
値
が
存
L
、
請
求
究
第
そ
れ
が
現
れ
る
と
い
ふ
確
信

な
〈
し
て
は
購
買
力
は
あ

η
得
な
い
の
で
あ
る
。
」

以
上
の
主
張
は
そ
れ
白
鶴
と
し
て
は
恐
ら
〈
何
人
も
異
論
な
き
と
と
ら
で
あ
ら
う
。
然
し
乍
ら
此
の
主
張
が
貨
幣
本
質
論
か
ら
景

気
瑚
論
の
領
域
に
移
さ
れ
る
や
否
や
、
直
ち
に
問
題
は
紛
糾
し
始
め
る
白
然
し
乍
ら
そ
れ
に
も
拘
は
ら
宇
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
は
此
の

問
題
に
針
し
て
も
断
乎
と
し
て
此
の
視
結
を
適
用
せ
ん
と
す
る
。
印
ち
彼
は
「
信
肘
創
造
は
、
直
接
又
は
間
接
に
、

E
の
程
度
主
で

財
の
世
界
に
依
存
す
る
か
し
を
問
ム
、
さ
う
し
て
彼
は
上
記
白
原
理
的
観
貼
か
ら
か
う
答
へ
る
。
「
遊
休
欣
態
の
財
'F荷
な
ぐ
し
て

は
貨
幣
代
用
手
段
に
よ
る
信
用
投
典
。
大
建
築
会
胞
が
そ
り
根
抵
主
夫
ふ
。
食
品
都
銀
行
等
々
は
信
用
授
興
者
で
は
た
〈
、
代
用
手
段

.. 

一
切
の
人
的
・
物
的
資
源
が
凡
て
完
全
に
従
業
し
、
自
由
た
・
利
用
を
待
つ
在
荷

文
は
生
産
力
友
苦
闘
に
於
て
は
議
集
銀
行
等
々
白
信
用
創
匙
は
無
意
味
で
あ
る
。
」
印
ち
と
の
揚
合
に
も
一
定
の
物
財
的
基
礎
在
〈
し

ム
」
引
故
に
財
を
奥
へ
る
財
所
有
者
た
の
で
あ
る
。

出所謂悪性インフレイシヨン的主主果、 ~D ち無意味なる物慣騰貴を招〈に到ら
ず Lて、生産の刻棋の維持若〈は棋張に役立つマといふほ eo意味を有つ。
此の貼f古I後の信用電張の Wirk:ung.戸lusigkeitro定義を見よ。
Spiethoff， "DasVerhaltnis von Kapital， Geld und Gtilerwelt/' a. a. O. S.82 3) 



そ
れ
に

よ
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て、
景
気
を
1;: 
イ1

す
る
おI
音

質
質
自守
影
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を
経
済
に
興
へ
る
E 

と
は物
出債
来が
貫工. J: 
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あ有
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て
は
貨
幣
代
用
手
段
は
創
造
さ
れ
得
ぬ
、
云
ひ
換
へ
れ
ば
、
財
が
充
分
に
存
在
す
る
限
り
貨
幣
の
快
乏
は
起
り
得
ぬ
が
、
対
が
不
足
す

れ
ば
、
貨
幣
の
依
乏
は
そ
の
不
可
避
的
結
県
と
し
て
生
じ
、
信
用
創
造
を
以
て
し
一
ー
も
と
れ
を
救
ひ
符
胞
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
そ
れ
は
何
故
で
あ
る
加
。
貨
幣
代
別
手
段
の
致
行
が
物
財
的
基
礎
を
必
要
と
す
る
と
と
は
商
品
手
形
に
つ
い
て
は
明
瞭
で

あ
る
が
、
そ
の
他
白
、
銀
行
禁
及
ぴ
預
金
通
貨
の
揚
合
に
は
ど
う
で
あ
ら
う
か
。
明
か
に
手
形
は
そ
れ
に
剖
癒
す
る
財
が
存
在
し
て

そ
れ
が
取
引
苫
れ
た
後
に
始
め
て
振
出
さ
れ
る
が
、
銀
行
器
及
び
預
金
通
貨
白
場
合
さ
う
し
た
物
射
的
基
礎
が
あ
る
で
あ
ら
う
か
。

勿
論
明
瞭
友
直
接
的
劃
際
関
係
は
此
揚
合
存
在
し
た
い
。
然
し
此
D
流
題
手
段
と
引
換
に
財
を
肌
(
へ
る
も
の
が
左
け
れ
ば
そ
り
利
用

は
不
可
能
で
あ
り
、
そ
の
法
出
は

Z
P
E同
ω古
ω

で
あ
る
。
印
ち
、
活
出
さ
れ
た
流
活
手
段
が
布
款
に
流
通
す
る
た
め
に
は
そ
れ

K

土
っ
て
獲
制
作
さ
れ
る
財
が
存
在
し
な
け
れ
ば
危
ら
血
。
此
の
意
味
に
於
亡
銀
行
禁
X
は
預
金
通
貨
の
遊
山
川
も
物
財
的
来
礎
在
〈
し
て

は
行
は
れ
得
ぬ
。

更
に
一
歩
立
入
う
て
云
へ
ば
、
此
の
揚
合
財
が
獲
得
出
来
る
か
ど
う
か
を
決
す
も
の
は
、

か
ぐ
の
如
会
一
財
が
存
在

す
る
か

E
う
か
で
あ
る
。
郎
ち

必
要
注
財
が
閲
民
経
済
の
何
慮
か
に
於
て
遊
休
欣
態
に
あ
り
所
有
者
が
己
れ
軒
味
利
用
に
放
置
し

て
ゐ
る
場
合
忙
於
て
始
め
て
、
己
れ
を
隠
れ
家
か
ら
誘
ひ
出
し
生
産
過
程
に
動
員
す
る
手
段
と
し
て
、
信
用
創
訟
が
有
数
危
の
で
あ

る
。
か
く
て
信
用
創
浩
白
本
質
的
機
能
は
「
未
利
用
白
物
財
疋
ぴ
持
働
力
の
動
員
」

(
P
E
g
-
m
w
E
Z
E
D
m
E
E
m
z
F
n
v
mロ
E

E島

〉
吉
岡
宮
町
向
『
互
に
あ
り
、
か
i

込
る
遊
休
賞
物
脊
一
本
在
荷
の
一
存
在
が
そ
の
長
一
本
的
前
提
を
な
す
白
で
あ
る
。

川
附
す
れ
ば
、
信
用
創
浩
は
上
記
の
羽
越
え
帆
引
き
閥
民
経
術
的
限
界
に
蓮
池
し

ω
。一
n
r
g
N
口調一

F
S
E
は
最
早
不
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

縫
っ
て
遊
休
財
在
荷
が
枯

】↓
E
屈
の
『
ロ
ロ
問
、

同
P
H
)
F
-
Z

一

ロ
ロ
ユ
巴
ω

ュ2
Nロ
拝
。
一
]
め
白

そ
れ
で
も
品
川
流
通
手
段
を
供
給
す
る
と
す
れ
ば

関
係
は
鎚
動
す
る
け
れ

E
も

る
。
此
白
意
味
に
於
て
そ
れ
は

3
3長
E
間
己
主
ミ
で
あ
る
。

4 

シ
ユ
ピ
イ
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ホ
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景
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シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
白
景
気
理
論
白
批
列

第
五
十
二
巻

。
O 

策

調

O 
O 

以
上
白
シ
コ
ピ
イ
ド
ホ
フ
自
信
用
損
張
の
放
果
白
限
界
の
説
明
が
そ
り
府
警
準
設
の
立
揚
、
印
私

J

沈
滞
期
間
中
の
在
荷
に
景
気
高

揚
力
の
「
蓄
電
池
L
た
る
作
用
を
負
は
し
め
そ
D
枯
め
に
上
昇
の
終
謁
を
蹄
ナ
る
見
解
に
照
臆
す
る
E
占
は
、
既
忙
明
か
で
あ
ら
う
。

好
況
の
終
高
は
所
謂
コ

U
4
5
E
5
5
4
2出
耳
=
白
村
渇
と
と
も
に
生
や
る
。

信
用
創
造
を
し
て
最
早
遊
休
生
産
力
を
動
員
し
で
再

生
産
規
模
の
披
大
に
奉
仕
す
る
能
は
ぎ
ら
し
め
、
徒
ら
に
物
債
上
昇
を
も
た
ら
ず
に
過
ぎ
ざ
る
に
到
ら
し
め
る
と
と
ろ
の
も
の
は
、

此
白
沈
滞
期
間
中
か
ら
む
遊
休
在
荷
の
枯
渇
で
あ
る
。
か
く
て
好
況
の
挫
折
に
と
っ
て
決
定
的
な
の
は
、
此
の
遊
休
在
荷
の
消
耗
と

い
ム
物
財
側
白
事
情
で
あ
り
、
金
融
D
逼
迫
は
そ
D
貨
幣
的
被
覆
に
過
ぎ
ぬ
己
と
h
な
る
。

か
〈
白
如
〈
に
し
て
好
況
挫
折
の
直
接
的
原
因
た
る
貨
幣
資
本
の
快
之
は
、
更
に
一
唐
根
源
的
な
る
物
財
側
の
事
情
に
上
っ
て
説

明
さ
れ
た
か
に
見
え
る
。
所
謂
貯
蓄
間
半
誌
の
権
想
は
資
本
快
乏
の
設
明
に
到
し
て
肯
尾
一
貫
し
た
説
明
を
興
へ
る
か
忙
見
え
る
。
然

し
乍
ら

成
程
持
況
末
期
に
於
て
は
補
完
財
は
快
芝
す
る
か
も
知
れ
な

一
歩
立
入
っ
て
帽
明
白
併
せ
ん
か
、

問
題
は
未
解
決
忙
止
る
。

い
。
然
し
な
が
ら
生
産
手
段
、
即
ち
牧
徒
周
及
刊
日
間
接
消
究
財
は
ど
う
で
あ
る

h
。
い
ふ
ま
で
も
な
〈
そ
れ
は
遇
制
?
あ
る
。
し
て

み
れ
ば
、
財
白
世
界
は
、
全
般
と
し
て
見
れ
ば
、
快
乏
し
て
ゐ
る
と
は
云
へ
な
い
。
此
O
過
剰
在
生
宜
伸
手
段
は
何
故
忙
信
用
創
迭
の

素
材
的
思
礎
た
り
得
七
な
い
の
で
あ
る
か
。
財
白
世
界
の
不
比
例
か
ら
如
何
に
し
て
貨
幣
資
本
の
快
乏
が
生
中
る
か
。
問
題
が
比
の
決

定
的
友
場
所
に
ま
で
後
反
し
た
と
き
、
シ
ユ
ピ
イ
ド
ホ
ソ
の
解
答
は
、
遺
憾
在
が
ら
、
暖
味
を
極
め
る
。
械
は
た
ど
、
此
の
過
剰
な

生
産
手
段
は
信
用
創
造
D
素
材
的
基
礎
と
し
て
役
立
ち
得
十
、
と
主
張
す
る
の
み
で
あ
る
。
そ
り
論
誇
は
、
問
題
の
重
要
性
に
底
宇

る
だ
け
、
明
瞭
で
は
在
い
。
乞
ム
、
次
的
引
用
を
読
ま
れ
ん
こ
と
。

a 

「
既
症
の
遁
り
、
替
利
資
本
は
(
財
の
所
有
様
で
あ
り
、
物
財
と
脇
保
な
き
)
砂
上
の
楼
閣
で
は
な
い
。
剖
論
如
何
な
る
帯
利
費
木
に
於
て
も
、
素
材
的

財
在
荷
が
そ
の
恭
礎
に
あ
る
と
は
一
宮
へ
な
い
。
そ
の
中
に
は
、
そ
の
某
礎
た
り
し
財
は
既
に
消
耗
さ
れ
て
し
ま
っ
て
、
と
れ
を
消
耗
し
た
人
格
に
調
十
る

日piethoff， "Der Kapitalmangel in seinem Verhaltnisse zur Guterwelt，" 
Schmollers Jb. 33 J g. Ht. 4. 1909_ SS. 49-50 
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要
求
植
に
晶
ぎ
な
く
な
っ
て
ゐ
る
も
の
も
あ
る
。
と
こ
る
で
、
か
〈
の
如
〈
要
求
棋
に
過
ぎ
ざ
る
瞥
利
養
本
に
於
て
は
、
担
論
世
乏
も
過
剰
も
起
る
課
は

な
い
が
、
か
L

る
替
利
禿
本
が
、
過
剰
生
産
に
見
舞
ほ
れ
た
貯
を
買
nr
得
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
議
め
明
か
で
あ
る
。
蓋
し
此
等
の
止
産
手
段
の
生
産

者
は
、
そ
の
勢
賃
及
び
利
子
を
文
排
ほ
ん
が
鴻
に
、
例
九
一
口
消
費
目
別
の
如
き
を
血
要
と
す
る
(
が
、
か
ふ
る
替
相
費
本
は
こ
れ
を
調
謹
し
得
る
も
の
で
は

な
い
)
か
ら
で
あ
る
。
生
産
手
肢
の
所
有
権
も
亦
常
斡
替
利
費
本
で
あ
る
。
耕
し
な
が
ら
、
そ
れ
が
今
過
剰
生
産
に
見
舞
は
れ
て
ゐ
る
以
上
、
こ
れ
を
以

て
生
産
手
段
を
頁
ひ
得
ぬ
乙
と
も
ホ
同
様
に
明
か
で
あ
る
。

(
H匂)
μ

誌戸巴悶唱。
B凶旦己斤守E一ロロ自E骨ロE《仏H
。号H

白=戸
ν-ω

目R2唱ロ問r白EhD戸《&凶戸=閏Eの己-包戸何円ロNEm哲ロロ凹甲uヨ-品門=丹z互。巴】Eロ

zヨ
z但旦【苛E]宥完
rE。岳『同甲司
d

乏主喜《雲2一
ωω
『号ケ長
p呂司
=
E伊包-「
u
p
E
同角含
pEE問探肌百伺司吋
EヨE回=丹仏虫戸おの】伺凶円ロド品mE匡Eロ開唱研旨Eh

膏

L々R
が
逝
剰
生
産
に
際
L
一て寸工王Lιル
瞥
皆
刺
資
本
が
世
乏
し
て
ゐ
る
白
を
見
る
と
き
、
結
局
吾
々
は
、
世
乏
せ
る
は
補
完
別
に
基
礎
を
置
〈
替
利
資
本
(
E
r
v
E

[
開

2
2
F
官
官
E
]
、
骨
目
出
品
吉
村
ロ
ロ
哲
也
E
E四
E
Z
O
]
5
m
o
p
)
な
P
、
と
結
論
せ
ざ
る
E
待
な
い
の
で
あ
る
」
。

己
L
で
の
苦
々
の
仕
事
は
、

シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
は
F

如
何
忙
し
て
笹
利
資
本
の
不
足
を
生
産
資
本
内
部
の
不
比
例
乃
至
柿
完
財
の
飲

乏
か
ら
説
明
す
る
か
、
を
明
か
に
す
る
こ
ん
に
あ
っ
作
。
続
の
説
明
は
、
正
し
い
に
せ
よ
誤
っ
て
ゐ
る
に
せ
よ
、
兎
に
角
上
記
の
如

き
も
の
で
あ
る
。
上
記
の
如
〈
に
し
て
金
融
の
逼
迫
を
替
利
資
本
白
不
足
に
蹄
し
た
伎
は
、
今
や
か
〈
白
如
く
に
し
一
工
、
叫
明
日
利
資
本

の
不
足
を
純
白
河
財
の
不
足
に
蹄
す
る
。
波
は
云
ム
、
ヨ
ロ
寸
号
。
】
N
2
m
E
F
同
省
E
E
百
四
己
、
の
o
E
ロ
O
R
E
E
S
m
n
E
O
L
2
0
0
Zゎ
z
o

r
E
-
Z
ロ
同
z
n
F
5
5
間
ご
と
。
シ
ユ
ピ
イ
l
ホ
フ
の
過
剰
投
資
設
の
内
容
は
今
や
杢
幅
的
に
明
か
に
さ
れ
た
。

吾
々
は
次
に
を
の

批
判
に
進
ま
ね
ば
た
ら
ぬ
。

前
節
の
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
の
説
明
に
封
じ
て
直
ち
に
生
や
る
で
あ
ら
う
と
こ
ろ
の
疑
問
を
以
て
、
広
口
々
は
、
吾
々
白
シ
ユ
ピ
イ
ト

ホ
フ
の
景
気
現
論
の
検
討
。
た
め
の
第
一
の
論
賄
と
し
た
い
。
前
節
の
説
明
に
針
し
て
直
ち
に
生
や
る
疑
問
と
は
か
う
で
あ
る
。

ー
そ
の
恭
礎
た
る
べ
き
財
在
荷
が
不
足
す
る
が
故
に
、
信
用
旗
張
は
限
界
に
達
す
る
、
と
シ
ユ
ピ
イ

I
ホ
フ
は
云
ふ
。
然
し
乍
ら
、

過
剰
在
る
生
産
手
段
を
恭
礎
と
す
る
信
用
搬
張
、
及
刊
日
此
の
信
用
披
張
に
よ
る
特
利
資
本
の
補
充
、
此
の
営
利
資
本
の
納
充
に
よ
る

4 

シ
昆
ピ
イ
ト
ホ
フ
の
景
気
盟
輸
の
批
判

O 

停
孟
十
二
審

停

銃

O 
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ν

ユ
ピ
イ
ト
ホ
ア
白
景
気
調
論
白
批
判

第
五
十
二
巻

O 

第

娩

O 

生
産
手
段
の
販
路
梗
返
り
羽
岡
及
び
そ
の
過
剰
生
産
の
救
済
は
何
故
に
不
可
能
で
あ
る
か
。

シ
ユ
ピ
イ
ド
ホ
フ
に
従
っ
て
、
信
州
創
造
一
は
「
無
か
ら
白
有
の
創
造
」
と
し
て
は
行
は
れ
得
十
、
何
ら

か
む
素
材
的
基
礎
を
必
要
と
す
る
と
い
ふ
と
と
を
、
そ
の
是
非
宇
聞
は
や
、
暫
〈
前
提
す
る
。
(
曲
目
ジ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
プ
自
主
張
を
検
討
す

此
の
揚
合
、
吾
々
は
先
づ
、

る
こ
と
は
次
節
目
課
題
に
局
す
る
。
)
更
に
亦
信
用
創
造
が
、
強
力
在
る
信
用
統
制
の
能
力
を
有
す
る
通
貨
省
局
に
よ
っ
て
行
は
れ
、
信
則

創
浩
は
払
経
済
的
な
る
流
動
性
考
慮
に
よ
っ
て
煩
は
さ
る
ふ
こ
と
友
し
、
ム
」
前
提
す
る
@
か
〈
D
如
〈
「
無
現
金
経
済
」
(
げ
自
由
。
E
F
問。

耳
目
司
首
岳
創
出
)
を
構
想
し
、

そ
れ
に
於
て
有
妓
な
る
信
用
創
浩
の
理
論
的
限
界
の
問
題
を
解
決
せ
ん
と
し
た
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
の
周
到

ぬ量な
。ζ る

注
意
同:
た
し
方、

陀

推
賞
k 
f直
す

る

吾
々
も
亦
問
題
を
純
粋
に
取
扱
は
ん
が
矯
に
此
の
前
提
白
下
に
議
論
を
進
め
ね
ば
な
ら

さ
で

'm
〈
白
知
昔
前
提
白
下
に
、
上
記
の
問
題
を
非
貨
幣
的
過
剰
投
資
設
の
立
揚
よ
り
解
決
せ
ん
と
欲
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
解
答

は
品
目
ら
く
究
白
畑
き
も
の
で
あ
る
他
は
な
い
で
あ
ら
う
。
印
ち
、
日
〈
「
補
完
対
が
快
乏
ナ
る
た
め
に
、
牧
接
対
(
正
び
そ
の
建
設
白

た
品
。
間
接
消
費
財
)
の
収
集
性
が
減
退
す
る
。
此
白
結
果
此
等
白
生
産
手
段
。
相
針
便
値
が
下
落
す
る
。

そ
れ
故
に
そ
れ
は
信
用
創

遺
白
素
材
的
基
礎
た
り
得
ぬ
う
一
と
。
言
換
へ
れ
ぽ
か
ろ
で
あ
る
。
偲
に
夫
等
白
生
産
手
段
を
抵
営
又
は
引
首
と
し
て
信
用
が
奥
へ
ら

れ
た
と
し
て
も
、
夫
等
の
生
産
手
段
は

モ
む
逗
憾
に
必
要
注
る
補
完
財
が
快
乏
し
て
ゐ
る
以
上
、

充
分
程
る
牧
益
を
出
端
げ
得
な

い
。
従
っ
て
信
用
創
造
は
不
況
の
愛
展
を
抑
制
し
得
宇
、
数
果
的
た
り
得
な
い
。
恐
ら
〈
、
上
記
の
設
問
に
針
し
て
シ
ユ
ピ
イ
P

ホ

フ
か
ら
抽
周
期
さ
れ
る
解
答
は
か
〈
の
如
き
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
事
責
此
白
説
明
に
於
て
は
、
販
路
法
則
に
立
脚
し
て
好
況
の
崩
壊

を
部
分
的
過
剰
生
産
に
院
し
、

一
般
的
過
剰
生
産
を
ぽ
貨
幣
経
枠
の
故
に
生
中
る
部
分
的
過
刺
生
産
の
一
般
化
と
看
倣
さ
ん
と
す
る

シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
の
立
揚
、
詳
言
す
れ
ぽ
「
資
本
主
義
経
済
に
於
て
は
過
剰
に
生
産
さ
れ
た
財
は
(
自
然
組
済
に
於
け
る
や
今
に
)
、
不

.. 



足
左
手
一
の
補
完
敗
に
封
ず
る
需
要
者
と
し
て
現
れ
て
モ
の
債
格

E
騰
貴
せ
し
め
る
白
で
は
な
く
、
率
ろ
反
針
に
、
先
づ
最
初
は
そ
の
一

へ
過
剰
守
生
産
手
段
)
の
貨
幣
慣
値
を
一
方
的
に
下
落
せ
し
め
る
の
み
で
あ
り
、
更
に
そ
の
債
格
下
落
を
泊
じ
て
深
刻
た
る
影
響
を
営
該

企
業
及
び
国
民
経
済
杢
酬
聞
に
及
ぼ
し
、
最
後
に
部
分
的
債
格
下
落
よ
り
一
般
的
債
格
下
落
を
生
苦
し
め
、
部
分
的
過
剰
生
産
よ
り
一
般

的
過
剰
生
涯
を
生
ぜ
し
め
、
か
く
て
と
れ
士
で

D
好
況
を
不
況
に
持
化
せ
し
め
&
」
と
す
忍
立
場
は
と
と
に
矛
盾
友
〈
自
己
を
貫
徹

し
て
ゐ
る
D
で
あ
る
o

さ
う
し
て
、
商
品
需
要
。
高
弐
対
よ
り
低
次
財
へ
の
傾
斜
、
非
特
殊
的
生
産
手
段
の
高
次
生
産
部
門
上
り
低

抗
生
産
部
門
へ
り
移
動
と
い
ふ
新
し
い
若
限
描
主
用
意
し
つ
つ
で
は
あ
る
が
、
上
昇
よ
り
下
降
へ
の
鯨
岡
を
、
そ
れ
自
慨
高
攻
生
産

部
門
。
生
産
物
た
る
特
殊
的
生
産
手
段
の
牧
続
性
の
低
下
、
及
ぴ
そ
白
相
封
償
格
。
下
落
に
よ
っ
て
説
明
ぜ
ん
と
す
る
ハ
イ
Z

ク
白

議
論
は
、

そ
の
営
否
は
暫
〈
別
と
し
て
、
兎
に
角
此
の
問
題
忙
関
す
る
遇
制
投
資
説
。
烹
場
を
一
暦
明
時
四
左
ら
し
め
た
も
の
と
一
吉
は

ね
ば
な
ら
が
o

勿
論
、
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
は
此
の
逆
鞠
の
遺
行
を
迂
同
生
産
期
問
。
短
縮
と
見
る
と
と
は
と
れ
を
拒
む
で
あ
ら
う

が
、
然
し
、
何
故
生
産
手
段
が
信
用
蹟
張
の
布
伎
な
る
基
底
と
し
て
役
立
ち
得
ね
か
の
説
明
の
理
由
と
し
て
は
、
そ
白
牧
経
世
の
減

〔
詫
=
)

明
暗
及
び
相
剖
債
依
白
下
落
を
皐
げ
ざ
る
を
得
泣
い
で
あ
ら
う
。

然
し
乍
ら
此
D
説
明
は
、

一
つ
白
、
容
易
に
許
容
し
難
き
前
提
を
含
む
で
ゐ
る
。
即
ち
、
生
産
要
素
の
組
合
せ
の
仕
方
が
同
定
的

不
可
尚
史
的
危
る
と
と
、
言
換
へ
れ
ば
、
生
産
係
数
が
伸
縮
自
在
に
あ
ら
ざ
る
己
と
、
己
れ
で
あ
る
。
勿
論
、
生
産
要
素
の
結
合
の
仕

方
が
惰
性
を
有
ナ
る
己
と
は
事
寅
で
あ
る
が
、
然
し
他
固
に
於
て
、
そ
れ
に
も
拘
は
ら
や
、
そ
れ
が
多
か
れ
少
か
れ
仲
紛
の
徐
地
を
有

す
る
も
白
で
あ
る
己
と
も
亦
同
時
比
否
み
難
い
事
寅
で
あ
る
。
然
る
に
若
し
そ
こ
に
「
補
償
白
法
則
」
白
作
用
ナ
る
徐
地
あ
り
と
す
れ

ぽ
、
補
完
財
の
依
乏
必
中
し
も
生
産
手
段
白
牧
益
力
の
減
退
を
意
味
し
注
い
。
使
用
し
得
ベ
骨
補
完
財
白
数
量
が
減
少
し
て
も
、
モ

d・

れ
に
廃
じ
て
組
合
せ
白
鑓
更
が
行
は
れ
得
る
揚
合
に
於
て
は
、
収
益
力
は
減
退
す
る
と
は
限
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
許
る
さ
れ
得
ぺ
曹

む
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
白
景
担
理
論
の
批
舟

第
五
+
二
巻

O 

第

説

O 
Z 
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b

a

ピ
イ
ト
ホ
フ
の
景
長
理
論
の
批
刊

第
五
十
二
巻

第

競

O 
凹

O 
rg 

組
合
せ
白
縫
吏
如
何
に
よ
り
、
ま
た
そ
の
時
々
の
債
格
紙
切
如
何
に
よ
り
、
結
呆
は
何
れ
と
も
決
し
難
い
で
あ
ち
ろ
。

従
っ
て
か
か
る
批
評
に
針
し
て
過
剰
投
資
設
が
自
己
主
防
衛
す
る
途
は
た
だ
一
つ
し
か
存
し
友
い
。
印
ち
そ
れ
は
、
好
況
の
進
行

に
伴
っ
て
、
生
産
要
素
の
組
合
せ
の
媛
更
が
行
は
れ
難
く
た
り
、
或
は
、
補
完
財
へ
白
要
求
が
相
判
的
忙
嶋
明
大
す
る
に
到
る
所
以
白

事
情
を
明
か
に
す
る
己
と
と
れ
で
あ
る
。
然
ら
ば
好
況
の
進
行
に
件
っ
て
生
産
係
数
は
何
故
問
定
化
ナ
る
で
あ
ら
う
か
。
と
白
と
と

は
、
今
問
題
を
世
換
へ
て
、

「
好
況
白
進
行
に
作
っ
て
新
し
雪
結
合
の
貧
現

3
2
n
r
z
x
z
p
m
E百
円
。
E
T
E
E
M
g
)
が
何
故
鈍
ら
さ
れ

る
か
L

と
い
ム
形
で
提
出
す
る
と
き
、
桜
め
て
明
瞭
と
な
る
。
今
私
が
己
れ
に
到
し
て
興
へ
上
う
と
す
る
答
は
か
う
で
あ
る
。
ー
ー

好
況
の
進
行
は
企
業
者
を
甘
や
か
す
。
好
況
に
よ
っ
て
愛
撫
さ
れ
た
る
企
業
者
は
新
し
会
一
結
合
の
資
現
を
怠
る
に
到
る
。
此
白
産
業

的
革
新
の
怠
惰
と
そ
好
況
を
崩
壊
せ
し
め
る
根
本
の
原
因
で
あ
る
。
若
し
、
甫
闘
の
樹
木
に
絶
え
中
慈
雨
が
降
り
そ
そ
ぐ
が
如
〈
忙

闘
民
粧
神
に
不
断
に
産
業
的
革
新

(
5
5ぐ
号
。
ロ
)
の
衝
撃
が
興
へ
ら
れ
る
と
せ
よ
、

仙
川
も
南
闘
の
樹
木
が
止
た
ゆ
み
左
昔
成
長
を
続
け

る
如
〈
、
図
民
経
怖
も
亦
た
ゆ
み
な
く
成
長
を
綾
け
得
ぬ
で
あ
ら
う
か
。

此
の
最
後
に
絞
べ
た
積
極
的
見
解
は
勿
論
多
く
の
反
割
論
を
議
想
せ
ね
ば
在
ら
ぬ
。
此
等
の
反
針
論
を
と
り
上
げ
て
逐
一
論
議
す

る
こ
と
は
現
在
心
私
白
能
力
を
遥
か
に
越
え
る
仕
事
で
あ
る
。
然
し
最
小
限
度
に
於
て
私
は
と
れ
が
け
の
一
己
と
は
主
張
し
た
い
。
郎

ち
、
井
貨
幣
的
過
剰
投
資
設
は
此
の
命
題
を
ま
っ
て
始
め
て
完
全
に
自
己
を
防
衛
し
得
る
と
い
ふ
と
と
、
と
れ
で
あ
る
c

シ
ー
ピ
イ

ハ
イ
エ
ク
に
つ
い
て
は
上
に
銭
べ
た
。
更
に
シ
ユ
ム
ベ

1
グ
ー
に
於
て
は
「
自
倒
的
デ
フ
レ
イ
シ
ヨ

y
L
(
E
R毎
回
旦

E)
が

好
況
挫
折
の
説
明
白
決
定
的
論
擁
と
た
る
山
内
、
此
の
白
働
的
デ
フ
レ
イ
シ
ヨ
ン
の
根
本
原
閃
は
ま
さ
に
企
業
者
活
動
の
衰
頚
に
求
め

下
ホ
フ
、

ら
れ
ね
ぽ
な
ら
下
、
更
に
そ
れ
は
好
況
が
企
業
者
を
愛
撫
す
る
と
と
に
よ
っ
て
説
明
さ
る
べ
雪
で
は
あ
為
ま
い
か
。
士
た
、

ロ
パ

1

d 

ト
ソ
V

に
於
て
は
、
投
資
活
動
の
行
詰
り
の
原
因
は
、
消
費
一
財
〔
勢
質
基
念
の
不
足
で
も
友
け
れ
ば
再
生
産
規
模
白
維
持
の
物
理
的

R刷 trlige Zl1r Erforschnng der wirtschaftlichen WechseI1agenlehre， IIeft I'7， 

1939， SS. II2-I22 
此白黒占次簡を見よ。4) 



不
可
能
に
存
す
る
の
で
も
な
〈
、
投
資
が
現
在
消
費
を
引
合
は
む
ま
で
に
犠
牲
に
す
る
と
い
ふ
乙
と
の
認
識
に
あ
る
と
さ
れ
Z
叫
が
、

然
し
、
か
か
る
認
識
白
成
立
は
企
業
者
活
動
の
表
類
、
更

ιは
上
記
の
如
き
過
程
か
ら
説
明
さ
れ
ね
ば
た
ら
由
で
あ
ら
う
。

(
註
一
)
組
行
白
私
経
済
的
流
動
性
考
慮
の
制
約
を
前
提
し
つ
与
、
貯
蓄
の
4
足
か
ら
景
集
由
崩
れ
を
設
明
す
る
革
審
位
少
〈
な
い
。
例
へ
ば
そ
れ
は

F
F
F
E
告
白
話
二

4
z
a
E
E
F
O
斗

v
g
q
色
目
。
0
5
5
5
恒
例
官
自
5
t
J
S

当ニ
ν

出
叫

Z

Z
』
に
於
て
最
も
模
範
的
に
展
開
さ
れ
て
ゐ
る
。
担

論
現
賓
の
好
配
刷
用
引
に
於
て
此
の
凶
子
が
占
む
る
役
割
は
否
定
し
得
な
い
。
然
し
乍
b
、
好
況
白
崩
裂
を
理
論
的
に
把
握
せ
ん
が
た
め
に
は
、
此
山
前
提

を
撤
去
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
堂
L
此
の
制
約
を
以
で
直
ち
に
資
本
主
義
紹
開
白
島
知
的
制
約
と
は
考
へ
難
い
か
ら
で
あ
あ
。

(
註
ニ
)
曲
の
場
合
、
シ
ユ
'
ピ
イ
1
ホ
フ
が
柿
完
防
目
配
乏
と
し
て
特
に
重
要
調
ず
る
の
は
努
貨
基
金
(
消
費
財
)

t

と
熟
練
努
働
と
で
あ
る
。
(
前
掲
拙
稿

「
安
本
不
足
と
遇
制
生
産
」
第
一
怖
註
ニ
参
照
)
。
熟
輔
労
働
の
扶
乏
に
つ
い
て
は
勢
賃
上
昇
(
特
に
勢
働
組
合
が
無
い
か
、
或
は
無
力
の
時
代
の
そ
れ
)
が

或
る
程
度
ま
で
と
れ
を
設
す
る
で
あ
ら
う
。
然
L
、
消
費
財
田
融
乏
に
つ
い
て
は
ロ
バ
1
ト
ソ
ン
白
注
目
す
べ
き
異
論
が
あ
る
。
(
口
出
列
。
百
ユ
E
g

R
K
W
印

E
仏
句
。
『
『
品
目
い
W
E
L
E
Z
Z邑
。
ロ

J
M
C
M
F
℃
・
品
。
・
品
。

R

回
目
W

百
四
吋
己
困
4
E
-品
目
5
吋
E
O
F
2巳
J
召
凶
♂
匂

-SE)

信
用
創
法
は
非
活
動
生
産
資
本

D
存
在
を
前
提
し
、

そ
の
木
質
的
機
能
は
此
の
非
活
動
生
産
資
本
の

E
E
石
g
E
O吉
田
均

る
。
か
〈

D
如
き
が
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
の
主
張
で
あ
る
こ
と
は
本
稿
第
一
節
に
詳
論
し
た
逝
り
で
あ
る
。
信
用
創
匙
む
機
能
及
び
限

界
に
闘
す
る
此

D
主
張
は
現
在
に
於
て
も
向
多
〈
の
支
持
者
を
有
す
る
。
前
節
に
於
て
吾
々
は
、
此

D
主
張
の
常
否
を
論
や
る
己
と

左
く
、
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
白
好
況
挫
折
の
説
明
主
検
討
し
た
が
、
交
に
五
日
々
は
此
の
主
張
に
脱
税
し
て
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
の
好
況
挫

折
の
説
明
を
吟
味
せ
ね
ば
な
ら
血
。
と
こ
ろ
で
苦
々
は
此
D
主
張
を
完
全
に
無
意
味
友
ら
し
め
る
如
き
事
賓
を
よ
〈
知
っ
て
ゐ
る
。

ま
た
、
己
れ
と
関
聯
し
て
、
此
白
主
張
と
正
面
か
ら
割
立
す
る
理
論
を
よ
〈
知
っ
て
ゐ
る
。
然
ら
ぽ
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
む
主
張
を
保

-
意
味
な
ら
し
め
る
事
貨
と
は
何
か
。
ま
た
こ
れ
と
劉
立
す
る
理
論
ー
と
は
何
か
。

先
づ
事
賓
と
は
か
ろ
で
あ
る
。
第
一
に
、

一
般
に
長
期
波
動
(
コ
ン
ド
ラ
テ
イ
エ
フ
白
波
と
呼
ば
れ
る
)
の
土
井
期
(
例
~
ば
一
一
八
四
一
一
ア
l

一

4 

O 
2ι 

告存

続

O 
Z王

第
五
十
二
容

シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
の
景
ム
組
理
論
の
批
判

A。

I亡
あ

Roberts0n. “A Study of IndustriaI Fluctuation，" 19T5， p. 180 et 岡 0-
“Banking Policy and the Price Level，" p. 79， footnote~ pp. 90-94・
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シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
の
景
気
理
論
の
批
刊

崎
市
五
十
二
巻

O 
大

策

協

O 
r、

八
七
一
品
、
及
び
一
九
九
五
一
九
一
三
)
に
於
て
は
一
般
に
好
況
期
間
が
長
〈
、
不
況
期
間
が
短
い

0

.
況
は
五
年
間
鎮
い
て
不
況
に
時
じ
た
が
、

例
へ
ぽ
一
八
六
三
年
に
初
ま
る
好

不
況
は
二
年
し
か
績
か
や
、

然
も
そ
の
後
五
年
に
疋
一
る
好
況
が
続
い
た
如
き
と
れ
で
あ

る
。
逆
に
長
期
波
動
白
下
降
期
(
例
へ
ば
一
八
七
回
I
一
凡
九
四
)
に
於
て
は
不
況
が
長
く
、
好
況
が
短
い
。
例
へ
ぽ
一
八
七
三
年
D
大
恐

慌
の
後
白
不
況
は
一
八
七
九
年
ま
で
続
い
た
が
、
そ
り
後
を
承
け
た
好
況
は
三
年
し
か
績
か
宇
一
八
八
二
年
に
は
早
〈
も
資
本
快
乏

が
現
は
れ
て
ゐ
る
如
き
、
と
れ
で
あ
る
。
更
に
こ
の
己
と
は
車
に
好
況
及
び
不
況
の
持
続
期
聞
に
つ
い
て
云
ひ
得
る
白
み
で
友
〈
、

好
況
及
び
不
況
の
激
し
さ
或
は
銑
さ
に
つ
い
て
も
云
び
得
る
。
更
に
第
三
に
、
事
賓
の
一
不
す
と
己
ろ
に
上
れ
ば
、
好
況
が
長
〈
且
激

し
い
場
合
、
必
宇
そ
己
に
大
規
模
に
し
て
且
影
響
力
心
強
い
産
業
上
白
革
新
が
存
在
す
る
。

と
と
ろ
で
此
の
第
一
の
事
責
は
何
を
教
へ
る
か
。
若
し
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
の
貯
蓄
聞
字
誌
の
立
場
が
巨
し
い
た
ら
ぽ
、
不
況
期
聞
が

長
け
れ
ば
長
い
稜
、
士
た
不
況
が
深
刻
で
あ
れ
ば
深
刻
で
あ
る
程
、
そ
D
次
に
超
る
好
況
は
持
続
的
で
且
激
L
い
筈
で
あ
る
。
貯
蓄

曲
学
説
忙
基
〈
理
論
的
換
怨
は
か
く
の
如
〈
で
あ
る
に
拘
は
ら
や
、
以
上
の
事
貨
の
一
不
す
と
と
ろ
は
一
止
に
逆
で
あ
る
。
従
っ
て
吾
々
は

好
況
が
終
高
ず
る
白
は
ロ
4
H
S戸。一口
4
5
-
E
Z
が
枯
泊
し
た
た
め
で
は
友
い
、

と
結
論
せ
ざ
る
を
得
在
い
υ

か
〈
で
吾
々
は
ま
た
信

用
創
造
の
限
界
に
閲
し
て
も
シ
品
ピ
イ
ト
ホ
フ
と
反
針
の
見
解
に
到
達
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
若
し
、
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
の
主
張
す
る

如
〈
、
遊
休
生
産
力
陀
よ
っ
て
信
用
創
造
の
限
界
が
劃
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
長
〈
深
刻
在
る
不
況
の
後
に
は
長
〈
激
し
き
芽
況
が
続

昔
、
ま
た
短
〈
弱
き
不
況
の
後
に
は
短
〈
弱
含
好
況
が
訪
れ
る
害
で
あ
る
が
、

E
れ
疋
に
事
貨
と
反
す
る
か
ら
で
あ
る
。
か
く
て
吾

々
は
更
に
信
用
創
諸
白
機
能
を
草
花
遊
休
生
産
資
本
む
動
員
と
白
み
解
す
る
こ
と
は
出
来
十
、
別
個
D
見
解
を
必
要
と
す
る
に
到
る
。

E
己
忙
於
て
、
産
業
的
革
新
が
強
力
且
大
現
棋
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
景
気
上
弄
は
力
強
〈
且
持
続
的
で
あ
る
と
い
ふ
、
第
一
一
の
事
賓

a 

を
考
慮
せ
ぎ
る
を
得
左
い
。



今
や
、
信
用
創
造
の
本
質
に
闘
し
で
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
ブ

D
見
解
と
針
立

f
る
理
論
D
何
た
る
か
は
明
か
で
あ
ら
う
ロ
そ
れ
は
す
ユ

ム
ベ
ー
タ
ー
の
理
論
に
他
た
ら
ぬ
。
周
知
D
知
〈
、
シ
ユ
ム
。
へ

I
グ

1
は
「
粧
消
波
展
。
現
論
」
の
展
開
に
古
っ
て
、
経
済
護
展
を
静
態

的
た
る
経
済
循
環
よ
り
出
愛
せ
し
め
る
。
か
〈
白
如
昔
、
所
謂
「
静
態
的
景
気
理
論
L(ωZEE-Mm
同
0
3
E
E
Z
Z
F
2
2
)
の
立
場
の
営
否
は

今
苦
々
の
問
ふ
と
己
ろ
で
は
た
い
。
王
国
々
に
と
っ
て
貫
裂
な
の
は
た
だ
次
の
こ
と
で
あ
る
。

i
ー
静
態
的
循
環
は
営
然
遊
休
生
産
力

を
快

p
o
然
し
そ
れ
忙
も
拘
は
ら
や
、
信
用
創
造
が
新
し
き
結
合
の
育
現
を
賄
ム
限
り
、
(
さ
う
し
て
そ
の
限
り
に
於
て
の
み
で
あ
る

が
J

そ
れ
は
有
放
に
作
用
し
、
生
産
力
の
創
謹
的
な
る
再
編
制
に
役
立
つ
白
で
あ
る
。
明
か
に
か
〈
の
如
音
信
用
創
造
は
遊
休
生
産

カ
の
存
在
を
前
提
す
る
も
白
で
も
友
い
し
、
又
そ
れ
の
生
産
過
程
へ
の
動
員
を
機
能
と
す
る
も
白
で
も
た
い
。
シ
ユ
ピ
イ
}
ホ
フ
が

4
4

へ
た
信
用
創
誌
の
機
能
が
、
諜
備
役
の
遊
休
生
産
力
を
現
役
D
生
産
力
に
偏
入
し
こ
れ
を
補
強
す
る
と
い
ム
意
味
に
於
て
、
請
は

ぽ

P

盆
5
5
(添
加
的
)
の
性
質
主
有
す
る
と
す
れ
ば
、
シ
ユ
ム
ベ

1
グ

l
の
考
へ
る
信
用
創
池
の
機
能
は
.
現
役
の
生
産
力
白
憶
を

再
編
制
し
て
そ
れ
を
料
用
す
る
と
い
ふ
意
味
に
於
て
、
宮
古
E
5
2
(輔
設
的
)
の
性
質
を
持
つ
。
信
用
創
造
に
と
っ
て
此
の
二
つ
白

機
能
の
う
ち
何
れ
が
本
質
的
危
り
や
は
、
今
問
ふ
と
と
ら
で
は
な
い
。
と
と
に
主
張
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
た
だ
、
シ
ユ
ム
ベ
ー
タ

ー
が
説
〈
如
吉
信
用
創
造
の
機
能
も
亦
現
貨
に
於
て
否
定
し
難
い
己
と
、
ま
た
此
白
意
味
に
於
て
信
用
創
遁
白
機
能
は
三
面
性
を
有

ず
る
己
と
、

E
れ
だ
け
に
止
る
。

a 

と
λ

に
所
謂
信
用
創
造
白
機
能
白
ニ
面
性

2
2
f署
内
-
S
E
M
P
E
r
-

。2
司

E
r
r
-
仏
当
同
町
o
t
z
o
v
S
F口
問
〕
に
つ
い
て
何
若
干
の
誼
明
を
附

加
へ
る
。

部
一
。
と
λ

で
私
は
信
用
創
造
の
轄
置
的
機
能
宇
佐
べ
る
に
常
っ
て
シ
ユ
ム
ベ
Z

ダ

1

白
盟
諭
を
借
用
し
た
。
比
白
結
果
と
L
て
、
或
ひ
は
尊
世
的
作
用

位
、
完
全
雇
怖
の
赦
惑
を
前
提
し
て
始
め
て
起
η
得
る
こ
と
の
中
う
に
考
へ
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
離
し
私
が
と
L

に
朝
出
向
的
作
用
と
呼
ぶ
も
の
は
、

新
し
き
融
合
白
賃
現
と
結
び
付
い
た
信
用
創
浩
の
作
用
、
従
っ
て
シ
ユ
ム
ベ
ー
タ
ー
の
所
調
生
産
力
の
輔
用
(
〉
E
a
V
4
2
4司
E
Eロ関与
mm]VEACT-吉
田
町

b

ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
の
景
最
理
論
白
批
判

第
五
十
二
審

O 
七

O 
七

官事

抗

1926 中Schumpcter> "Th~orioP. i1er wIrtschaftlichen Entwicklung:' 2. Au日
山骨知郎・東畑精司共謀、」経済登展の理論'0
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合同

シ
ユ
ピ
イ
T
ホ
フ
の
景
気
理
論
の
批
判

第
五
十
二
巻

O 
F又

告事

就

O 
ノ寸に

E
Z巴
V
4
2
2
Z
E凶
何
時
〈
。
]
官
吉
岡
2
0
E
F
)
で
あ
り
、
従
っ
て
閑
民
鯉
済
が
不
完
全
雇
傭
の
般
態
あ
る
場
合
に
於
て
も
行
は
れ
得
る
も
の
で
あ
る
。
否
寧
ろ
、

明
氏
に
於
て
ほ
か

t
m
如
き
新
し
き
結
合
内
一
貨
現
は
不
完
全
居
怖
D

扶
態
に
於
て
の
方
が
、
完
全
雇
傭
の
場
合
よ
り
も
、
よ
明
容
易
に
行
は
れ
得
る
で

あ
ら
う

L
、
事
現
貨
に
於
て
は
そ
の
場
合
が
多
い
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
、
信
用
創
誼
の
此
の
ニ
ワ
白
機
能
は
同
時
的
に
現
は
れ
得
る
。
シ
ユ
ム
ベ

F
タ
ー

は
、
静
態
的
循
環
よ
り
由
設
ナ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
信
用
創
匙
の
特
世
的
作
用
を
明
瞭
に
拝
問
さ
せ
た
が
、
そ
の
散
に
不
完
全
版
傭
白
歌
態
に
於
け
る
そ

の
作
用
を
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
。

第
三
。
こ
与
に
所
調
韓
置
的
作
用
は
、
か
〈
の
如
〈
、
親
し
き
結
合
の
費
現
に
伴
ふ
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
、
此
の
産
業
的
革
新
が
成
胡
ず
る

限
り
に
於
て
は
、
シ
ユ
ム
ベ
ー
タ
ー
が
美
し
く
描
い
た
描
り
、
自
働
的
一
ア
フ
レ
イ
シ
ヨ
シ

(
E
E
1骨
皆
氏
自
)
を
結
提
ず
る
も
の
で
あ
出
。
企
業
者
は
新

し
き
設
備
の
謹
韓
開
始
(
懐
妊
期
間
終
了
)
と
と
も
に
牧
益
を
得
、
こ
れ
を
以
て
銀
行
に
封
す
る
債
務
を
償
還
す
否
。
然
も
此
の
場
合
に
於
て
、
生
岸
力
の

飛
躍
的
上
昇
山
口
政
に
市
場
に
殺
到
す
る
耕
商
品
は
、
新
し
き
結
合
の
賃
現
白
た
め
の
生
産
用
役
の
投
下
に
卦
一
比
し
て
、
一
そ
の
憤
伍
盗
か
に
大
で
あ
る
。

4m

〈
て
創
誼
信
用
は
、
そ
れ
が
輔
世
的
に
作
用
ナ
ぁ
限
り
、
懐
抗
期
間
終
了
後
や
が
て
白
働
的
デ
フ
レ
イ
シ
ヨ
シ
を
生
ず
る
の
(
産
業
的
草
新
町
設
が
引
槙

い
て
起
ら
ぬ
限

mt
こ
の
こ
と
は
好
況
の
刷
引
に
導
〈
で
あ
ら
う
。
)
他
面
に
於
て
創
盛
信
用
が
軸
帯
電
的
作
用
を
伴
ふ
場
合
、
そ
れ
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
新

1
い
槽
械
の
導
入
が
、
勢
働
簡
約
的
批
果
を
有
し
、
か
〈
て
活
動
生
産
力
白
一
郊
を
生
産
か
ら
解
放
す
る
こ
圭
も
明
か
で
あ
る
。
い
ふ
震
で
も
な
〈
信
用

創
造
が
添
加
的
に
作
用
ナ
る
に
止
る
場
合
に
は
、
此
の
何
れ
の
殻
果
も
存
し
な
い
。
此
の
貼
に
於
C
此
の
二
つ
の
作
用
は
国
別
き
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

今
や
、
信
用
制
法
は
遊
休
生
産
力
む
存
設
を
前
提
し
、
そ
の
機
能
は
そ
れ
の
現
役
生
産
力
へ
の
編
入
に
あ
り
、
従
っ
て
信
問
創
浩

の
限
界
は
遊
休
生
産
力
の
存
在
去
に
よ
っ
て
劃
せ
ら
れ
る
と
す
る
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
白
見
解
が
施
到
に
支
封
し
伺
ざ
る
こ
と
は
明
た

で
あ
る
。
今
や
吾
々
は
、

こ
れ
忙
針
し
て
、
シ
ユ
ム
ベ
ー
タ
ー
が
ハ

I

Y
に
奥
へ
た
言
葉
を
繰
返
す
ベ
雪
で
あ
る
。
即
ち
、
信
用
創

迭
の
限
界
は
現
存
の
尉
花
荷
に
土
っ
て
劃
さ
れ
る
も
の
で
は
危
ぐ
、
現
存
白
生
産
諸
力
が
令
む
限
り
で
の
、
現
在
友
ぴ
賂
来
の
生
産

物
の
う
ち
に
存
す
る
、
と
。

信
則
摘
張
の
限
界
を
以
上
の
如
〈
解
す
る
と
き
始
め
て
、
か
の
シ
ユ
ル
ツ
エ
・
リ
ゲ
ザ
ア
-
一
内
ノ
ツ
キ
シ
ユ
ム
ベ
ー
タ

I

D
設
〈
が

如
き
通
貨
常
昂
白
地
位
の
京
大
き
と
困
難
さ
と
が
迎
解
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

若
し
、
信
用
創
造
が

、

5
p
zロ明
ωぐ
O
]
て

R

か
切

4
r
a
E
H
a

a 

vnEm官
]ERR
か
む
原
別
が
皐
に
現
存
財
在
荷
の
う
ち
に
し
か
存
し
た
い
た
ら
ば
、

通
貨
首
局
の
任
務
は
重
大
で
も
た
村
れ
ば
困
難
で
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も
な
い
。
然
し
乍
ら
信
朋
創
遣
の
機
能
は
ま
た
同
量
的
で
も
あ
り
得
る
。
更
に
信
問
創
誌
が
怖
世
的
で
あ
る
場
合
に
於
て
も
、
そ
れ

に
伴
ふ
生
産
力
の
特
用
が
訣
れ
る
も
の
で
あ
る
友
ら
ば
、
そ
れ
は
処
款
に
止
ま
ら
中
布
害
で
す
ら
あ
ら
う
。
敢
に
シ
ユ
ル
ツ
ヱ

-
H

ず
ア
一
一
?
?
は
日
ム

三
者
同
ヴ
白
色
ロ
円
「

B
島
理
冨
信
号
門
別
一
ω
E
E
m
E
H
u
r
g
R
と。

更
に
信
用
創
造
白
木
質
を
か
〈
考
へ
る
と
と
は
、
や
が
て
前
節
に
於
て
玉
口
々
が
示
し
た
批
判
的
見
解
を
支
持
寸
る
も
の
で
あ
る
。

信
用
創
造
D
限
界
は
、
時
掴
巴
的
な
る
信
用
創
造
は
最
早
行
は
れ
宇
、
添
加
的
危
る
信
用
創
浩
の
み
し
か
行
は
れ
得
や
、
然
も
遊
休
生

己
己
に
於
て
は
、
産
業
的
革
新
が
存
せ
ざ
る
以
上
、

拘
置
的
在
る
信
用
旗
張
は
行
は
れ
十
、
然
も
添
加
的
な
る
信
用
拡
張
も
遊
休
生
産
力
の
柿
渇
に
よ
っ
て
行
は
れ
中
、
か
く
て
有
放
た

宜
伸
力
が
糾
渇
し
悉
し
不
比
例
が
牧
拾
し
得
ざ
る
に
到
っ
た
と
己
ろ
に
現
れ
る
。

信
用
挽
張
は
不
可
能
と
な
る

D
で
あ
る
c

購
買
力
の
増
加
は
、
無
意
味
な
る
物
債
騰
貴
を
目
的
と
せ
ず
る
限
り
、
行
は
れ
得
在
い
。

か
〈
て
好
況
の
衰
頒
は
最
早
不
可
避
と
友
り
、
如
何
な
る
貨
幣
側
の
操
縦
を
以
て
し
で
も
と
れ
を
岡
越
し
得
砲
に
到
る
で
あ
ら
う
。

阻

景
気
上
昇
の
後
端
に
於
て
信
用
創
造
が
皆
む
役
制
如
何
、
は
こ
れ
ま
で
屡
々
論
争
の
的
と
在
っ
た
問
題
で
あ
る
。
前
節
で
信
用
創

迭
の
本
質
を
論
じ
た
の
に
引
税
い
て
此
の
問
題
を
と
り
上
げ
、
此
の
貼
に
つ
い
て
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
の
主
張
を
め
ぐ
う
て
注
さ
れ
た

論
争
に
謝
し
て
若
干
の
究
書
左
記
し
て
置
雪
皮
い
。

此
の
貼
に
闘
す
る
シ
L

ピ
イ
ト
ホ
フ
白
見
解
は
完
全
に
貯
蓄
墜
誌
の
立
場
で
貰
か
れ
て
ゐ
る
。
却
ち
、
沈
滞
期
間
中
堆
積
さ
れ
た

る
指
一
休
貨
物
資
本
及
び
遊
休
貨
幣
資
本
が
好
況
の
一
展
開
原
動
力
で
あ
る

F
L
z
p
r
z
a
z
L
E
E
毘
岳
日
目
]
品
ぬ
4

自
国
2
5
7
E匂
HE--

〉

E
2
2
2
E
z
q
肘
旦
三
岳

E
m
ロ
α
Z
唱
冨
岳
町

E
ロ
ロ
弘
司
〉
戸
時
voV毛
ロ
ロ
関
口

HnEz--ヴ主

g
O
2
2
e
Eロ
唱

P
E
E
r
z
o円

E
z
a
2
2
Z
D骨
白
町
民
)

と
す
る
。

此
の
立
揚
と
そ
彼
の
景
気
埋
論
が

V
1
ヴ
エ
に
上
つ
ア
ミ
々
E
E
V詰
ro
問。
E
E
E
E
7
3コORR
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ

a 

シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
ア
の
号
無
理
論
の
批
判

第
五
十
二
巻

O 
ブむ

害事

競

O 
九

Aポ
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シ
ー
ピ
イ
ト
ホ
ア
の
景
無
理
論
白
批
舟

努

競

第
一
且
十
二
巷

O 

O 

た
所
以
で
あ
り
、
と
と
に
詳
論
主
要
し
な
い
が
、
と
れ
が
首
面
の
問
題
に
針
し
で
も
た
ち
す
蹄
結
は
、
不
況
期
間
中
に
堆
積
さ
れ
た

貯
蓄
が
景
気
上
昇
を
賄
ふ
と
い
ふ
己
と
で
あ
る
。
此
の
立
揚
は
景
気
土
井
の
端
初
に
於
け
る
信
用
創
誼
の
役
割
を
、
否
定
し
去
ら
ね

ま
で
も
、
不
可
紋
白
も
の
と
し
て
決
定
的
に
重
要
脱
す
る
も
の
で
は
た
い
。

此
の
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
の
立
揚
に
針
し
て
、
不
況
期
間
中
白
応
蓄
が
景
気
上
回
升
に
射
し
て
持
つ
殺
呆
を
全
面
的
に
否
定
し
、
景
気

土
井
を
賄
ふ
も
の
は
少
〈
と
も
そ
の
稜
端
に
於
て
は
、
信
用
創
池
で
友
け
れ
ば
た
ら
由
と
す
る
立
場
が
あ
る
。
例
へ
ぽ
レ

1
デ
ラ

I

オ
イ
ケ
Y

た
E
の
立
揚
が
と
れ
で
あ
る
。
そ
れ
は
か
う
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
ー
!
沈
滞
期
間
中
遊
休
貨
幣
資
本
が
堆
積
さ
れ
る
と

と
は
あ
り
得
左
い
。
凡
て
貯
蓄
は
投
資
さ
れ
る
か
ち
で
あ
る
。

ま
た
経
常
貯
華
同
(
そ
の
時
時
由
貯
蓄
)
に
よ
っ
て
景
気
上
昇
白
張
端
に

於
け
る
投
資
が
賄
は
れ
る
と
と
も
不
可
能
で
あ
る
。
蓋
し
経
常
貯
蓄
の
源
呆
た
る
利
潤
は
此
の
相
官
合
宿
小
さ
い
か
ら
で
あ
る
。
従
つ

て
は
恥
気
上
昇
白
後
端
を
特
徴
づ
け
る
と
と
る
の
、

か
の
増
大
せ
る
投
資
を
賄
ム
信
則
は

開
自
司

P
A
E
E
Z芹
で
は
あ
り
得
宇
、
お
加

一
信
用
で
な
け
れ
ぽ
友
ら
血
。

此
の
批
判
が
あ
ま
り
に
も
拙
劣
左
己
と
は
詳
論
す
る
ま
で
も
左
い
。
明
か
に
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
が
乙
己
で
着
眼
し
て
ゐ
る
の
は
、

貯
蓄
到
金
の
増
加
、
或
は
貨
幣
資
本
の
企
業
資
本
(
新
規
灘
行
株
式
)
市
揚
よ
り
貸
付
資
本
案
世
債
)
市
揚
へ
の
逃
避
等
々
の
弱
気
の

性
向
の
増
大
忙
他
左
ち
左
い
。
此
の
事
責
は
否
定
し
得
た
い
n

オ
イ
ケ
ン
は
一
τ
ム
、
資
本
市
岨
習
に
於
け
る
利
子
歩
合
の
一
調
節
作
用
は

貯
蓄
の
需
給
を
一
致
せ
し
め
る
、

L

し
ロ
然
し
此
の
形
式
的
命
題
は
上
記
心
事
貫
を
否
定
す
る
も
の
で
は
た
〈
、
寧
ろ
矛
盾
在
〈
と
れ

と
隔
立
す
る
。
さ
う
し
て
己
と
で
胡
題
と
な
っ
て
ゐ
る
投
資
は
、
か
か
る
形
式
的
意
味
で
の
貯
蓄
の
需
要
で
は
及
〈
、
生
産
的
投
資

~ 

従
っ
て
新
し
い
有
償
詮
努
の
需
要
に
限
る
の
で
る
り
、

「
自
問
国
的
貯
蓄
」
は
此
の
意
味
白
「
投
資
」
を
超
え
る
と
と
に
註
ら
う
。
或
は
又
才
イ
ケ
ン
は
主
張
す
る
、
預
金
の
増
加
は
銀
行
の
流
動

か
ぐ
の
如
き
賓
質
的
限
定
が
加
へ
ら
れ
る
揚
合
に
於
て
は
、

そ
の
時
々
の

Lederer， "Konjunktl1T und Krisen，" im， G. d~ S. ~V， ~， S・ 387 ff. (邦課
p. 74以下)0 Eucken， "K.redit und KO!)junktur，“ Schriften des Vereins白r
Sozialpoh1ik， Bd. 175， S. 287 f王
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性
を
高
め
、
此
の
結
具
銀
行
は
止
む
友
く
そ
の
投
資
を
増
加
す
る
、
と
。
然
し
、
成
程
流
動
性
の
増
大
は
銀
行
を
し
て
貸
付
増
加
の

方
針
に
向
で
し
め
る
に
し
て
も
、
企
業
者
側
白
需
要
が
存
し
な
い
以
上
、
貸
付
は
貫
現
し
得
た
い
で
あ
ら
う
。

か
く
の
如
き
批
判
が
重
要
脱
す
る
に
足
り
自
己
と
は
明
か
で
あ
ゐ
。

E

日
々
は
沈
滞
期
間
中
の
過
剰
貯
蓄
を
認
め
ね
ば
注
ら
ね
。
更

に
、
銀
行
に
於
け
る
流
動
性
心
情
大
、
禁
苦
公
枇
伯
債
格
の
騰
貴
等
々
の
一
聯
の
事
貨
に
一
不
さ
れ
た
る
利

T
歩
合
の
低
下
は
、
昨
か

に
好
況
の
後
端
に
於
て
新
投
資
の
た
め
の
資
金
白
調
建
を
容
易
た
ら
し
め
る
一
つ
の
凶
子
で
あ
る
し
、
此
の
揚
合
に
於
け
る
信
用
授

興
は
不
況
期
間
中
堆
積
さ
れ
た
る
現
金
形
態
む
貨
幣
資
本
在
荷
に
候
う
と
乙
ろ
な
し
と
し
た
い
。
此
の
限
り
に
於
て
不
況
期
間
中
の

貨
幣
資
本
の
蓄
積
が
好
況
を
準
備
す
る
力
主
有
す
る
と
と
を
認
め
れ
品
ば
た
ら
ね
。

然
し
乍
ら
か
〈
は
一
古
ふ
も
白
の
、
好
況
の
殻
端
に
於
け
る
信
用
創
池
は
又
別
個
の
意
味
に
於
て
認
め
ら
れ
ね
ぽ
注
ら
ね
。
此
D
意

味
忙
於
て
、
上
記
の
オ
イ
ケ
Y

の
批
判
に
抗
し
て
、
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ
を
擁
護
ぜ
ん
と
し
た
ク
リ
ス
ト
デ
ユ
ロ
プ
ロ
ス
の
議
論
も
亦

決
し
て
上
乗
白
も
の
で
は
友
い
。
彼
は
、
此
の
揚
合
に
於
叫
り
る
「
形
式
的
信
用
創
治
L

守
日
一
P
K
F
E
E
0
5
1
5咋
|
シ
ユ
ピ
イ
ト
ホ
フ

の
「
貨
幣
代
用
手
段
白
剤
治
」
、
前
節
で
苦
々
が
「
信
用
創
建
」
と
呼
ん
だ
も
白
に
同
ビ
い
)
は
認
め
る
。

然
し
、
枇
曾
経
消
的
に
見
れ
ば
|
|
こ
の

こ
ム
は
彼
に
於
て
口
、

5
5
L
H
n
r
Z
E品
以
〈

R
V
R
Z
Z
E
E
吋『

2
8
〕互の
-uEnH
吋

E
a
z
E
E
E官。
NOE
に
つ
い
て
は
、
と
い
ふ
意
味
を
も
ワ
l
1
i

モ
れ
は
車
党
沈
滞
期
間
中
過
剰
貯
蓄
に
よ
っ
亡
活
り
出
さ
れ
た
遊
休
生
産
力
を
動
員
す
る
に
と

Z
ま
り
、
沈
滞
期
間
中
の
貯
蓄
が
迂

間
的
に
こ
包
で
使
用
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
現
に
好
況
の
始
め
に
於
て
物
慣
が
倫
低
水
準
に
あ
る
と
と
は
、

E
D
E
L」
の
最
良
の
詮

左
で
あ
る
。
か
く
て
彼
に
よ
れ
ば
、
枇
ム
旬
日
制
桂
内
的
意
味
に
於
け
る
信
用
創
造
は
好
況
の
初
期
の
現
象
で
は
な
〈
、
物
価
閣
上
昇
が
現
は

れ
る
透
か
後
の
段
階
の
問
来
事
で
あ
る
e

叫
怖
か
に
景
気
上
昇
。
最
初
白
段
階
に
於
て
は
物
債
は
向
動
か
ね
。
さ
う
し
て
そ
れ
が
遊
休
生
産
力
の
存
在
に
負
ム
己
と
も
亦
否
み

J
3

4 
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ピ
イ
ト
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目
最
無
理
論
の
批
列

第
五
十
三
巻

策

強

難
い
。
更
に
亦
此
D
意
味
に
於
て
「
信
用
創
造
」
の
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
は
、
定
義
の
問
題
と
し
て
、
論
者
D
自
由
に
幽
す
る
。

然
し
兎
に
角
、
シ
品
ピ
イ
ト
ホ
フ
の
一
所
謂
「
貨
幣
代
用
手
段
の
創
造
」
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
シ
ユ
ぜ
イ
ト
ホ
フ
の
植
成
に
於
て
認

め
ち
れ
た
る
事
責
で
あ
る
。
更
に
此
の
「
形
式
的
信
用
創
造
」
は
、
枇
舎
経
済
的
に
見
て
、
次
D
諸
駐
に
於
て
信
用
創
造
的
性
質
主

有
ナ
る
。

第
一
。
景
気
上
昇
の
後
端
に
近
け
れ
ば
近
い
だ
け
、
信
用
は
新
し
き
結
合
の
費
現
に
役
立
つ
と
と
大
で
あ
り
、
従
っ
て
時
置
的
効

果
を
も
っ
と
と
が
大
き
い
。
第
二
。
此
白
信
用
は
多
〈
は
銀
行
が
、
調
は
ば
預
令
者
乃
至
企
業
の
意
向
に
基
い
て
、
自
己
白
責
任
に

於
て
授
興
せ
る
も
の
で
あ
る
ロ
公
衆
は
今
向
沈
滞
期
間
中
白
心
理
赦
態
を
股
せ
示
、
弱
気
の
性
向
が
支
配
的
で
あ
る
欣
態
に
於
て
は

企
業
者
は
此
の
意
味
に
於
て
、
貯
蓄
者
に
で
は
丘
〈
銀
行

家
に
、
貯
蓄
信
用
に
で
は
友
〈
添
加
信
用
に
依
頼
せ
ぎ
る
を
得
ぬ
の
で
あ
る
。
第
=
つ
此
の
信
用
は
勿
論
「
流
通
欣
般
に
あ
る
貨
幣

企
業
者
は
所
謂
ご
自
由
盟
主
官
同
日
自
門

E
E
o
E
F
o
n
z
を
要
す
る
。

数
量
L
(
日
E
H
M
3
E
o
口
m
E
E
E唱
)
主
増
大
せ
し
め
、

(
己
の
と
と
は
ま
た
、
此
の
揚
合
弱
気
の
特
向
が
支
配
的
で
あ
る
た
め
保
蔵
貨

幣
数
量
は
ほ
ぼ
不
耕
民
で
あ
る
か
ら
、
貨
幣
数
量
全
惜
の
増
大

E
も
意
味
す
る
)
従
っ
て
物
債
を
し
ト
昇
せ
し
め
る
傾
向
を
有
す
る
。
勿

論
此
の
傾
向
D
賓
現
は
遊
休
生
産
力
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
存
在
は
否
み
難
い
。

之
を
要
す
る
に
、
景
気
上
昇
の
瑳
端
を
賄
ふ
も
白
は
主
と
し
て
此
の
意
味
比
於
け
る
創
治
信
用
で
あ
り
、
然
も
そ
れ
は
沈
滞
期
間

中
白
貯
蓄
に
よ
っ
て
容
易
に
さ
れ
る
、

と
云
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。

~ 




